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【特 記 事 項】

１．2011年4月1日時点の登録内容で、は種時処理可能なイソチアニル含有薬剤は以下のとおりである。

ルーチンアドスピノ箱粒剤、ツインターボフェルテラ箱粒剤、スタウトダントツ箱粒剤等。

なお、これらの薬剤は、は種時覆土前～移植当日等の処理が可能である。

２．穂いもちに対して、育苗箱施用剤の直接の高い防除効果は期待できないことから、別途予防防除を行う必要がある。

３．上記イソチアニル含有薬剤は、既存剤と同様に機械処理が可能である。

また、本剤は育苗期における微生物農薬との同時処理も可能である。

（お問い合わせ先）
鳥取県農林総合研究所 農業試験場 環境研究室
電 話 0857-53-0721

本書から転載複製する場合には、必ず鳥取県

農林総合研究所農業試験場の許可を受けて下さい。

図１ イソチアニル含有の育苗箱施用剤の葉いもち防除効果（2006～2010年）

注）中間～山間地：八頭町，智頭町，琴浦町．平坦地：農業試験場．

品種：「ひとめぼれ」または「コシヒカリ」．薬剤処理量：50g/箱，バーは標準偏差を示す．

【平 坦 地】

【中間～山間地】

図２ イソチアニル含有の育苗箱施用剤の白葉枯病防除効果（2006年）

注）試験地：鳥取市福部町．品種：ひとめぼれ．移植：5/15，薬剤処理量：50g/箱.
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